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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  低い製造コストで精度よくパターン形成す
る。
【解決手段】  有機ＥＬ表示パネルの発光層４の成膜工
程において、バッファ／ホール輸送層３の片側表面にス
リットが形成されたマスクを取付け、超音波振動子によ
り有機発光材料を含む液体が超音波振動によりミスト化
された状態で、当該ミストをマスクのスリットを通して
バッファ／ホール輸送層３の片側表面に付着させ真空蒸
着法やインクジェット法を用いずに発光層４を成膜す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板の片側表面上に少なくとも一方電
極、発光層及び他方電極が順次積層形成されてなる有機
ＥＬ表示パネルであって、
前記発光層は、発光層形成面上にスリットが形成された
マスクが配置され、超音波振動子により有機発光材料を
含む液体が超音波振動によりミスト化された状態で、当
該ミストが前記マスクの前記スリットを通して前記発光
層形成面上に付着されて成膜されたことを特徴とする有
機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】  請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネルで
あって、
前記スリット位置の異なる複数の前記マスクが適宜交換
使用され、または単一のマスクの取付け位置が適宜ずら
されながら前記スリットの位置が変更されつつ、前記発
光層形成面上の互いに異なったパターン領域に発光色の
異なる前記発光層がそれぞれパターン形成されてなる有
機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】  請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネルで
あって、
前記基板はガラス基板であり、
前記一方電極は、前記ガラス基板の片側表面上に形成さ
れた陽極であり、
バッファ／ホール輸送層が前記陽極の片側表面上にさら
に形成され、
前記発光層が、前記バッファ／ホール輸送層の片側表面
上に形成され、
前記他方電極が前記発光層の片側表面上に形成された陰
極である有機ＥＬ表示パネル。
【請求項４】  基板の片側表面上に少なくとも一方電
極、発光層及び他方電極を順次積層する有機ＥＬ表示パ
ネルの製造方法であって、
前記発光層の形成は、発光層形成面上にスリットが形成
されたマスクを配置し、超音波振動子により有機発光材
料を含む液体が超音波振動によりミスト化された状態
で、当該ミストを前記マスクの前記スリットを通して前
記発光層形成面上に付着させて前記発光層を成膜するこ
とを特徴とする有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項５】  請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネルの
製造方法であって、
前記発光層の形成は、前記スリット位置の異なる複数の
前記マスクを適宜交換使用し、または単一のマスクの取
付け位置を適宜ずらしながら前記スリットの位置を変更
しつつ、前記発光層形成面上の互いに異なったパターン
領域に発光色の異なる前記発光層を順次パターン形成す
ることを特徴とする有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項６】  請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネルの
製造方法であって、
前記基板はガラス基板であり、
前記一方電極は、前記ガラス基板の片側表面上に形成さ
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れた陽極であり、
バッファ／ホール輸送層が前記陽極の片側表面上にさら
に形成され、
前記発光層が、前記バッファ／ホール輸送層の片側表面
上に形成され、
前記他方電極が前記発光層の片側表面上に形成された陰
極である有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、ガラス基板の片
側表面に陽極が形成され、当該陽極の片側表面にバッフ
ァ／ホール輸送層が形成され、当該バッファ／ホール輸
送層の片側表面に有機発光材料からなる発光層が形成さ
れ、当該発光層の片側表面に陰極が形成された有機ＥＬ
表示パネル及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬには、低分子系材料と高分子系
有機材料が存在し、前者の場合、一般に材料そのものを
真空蒸着により製膜しており、これに対し後者の場合は
一旦有機溶媒に溶かした後、その溶液をスピンコートや
スクリーン印刷等の一般に塗布と呼ばれる方法で製膜し
ている。
【０００３】さらに、フルカラーディスプレイのような
緻密な塗り分けを必要とする場合、低分子系では、真空
蒸着の際にメタルマスクにより赤、緑、青（以下「ＲＧ
Ｂ」と称す）の材料の塗り分けを行っている。これに対
し、高分子系の場合、上記塗布方法では緻密な塗り分け
が困難であったが、最近になり、プリンター等で使用さ
れているインクジェット法を用いることにより、緻密に
塗り分けができるようになってきている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】低分子有機発光材料を
使用する場合は、真空蒸着により成膜及びマスキングを
行っていたため、精密なパターニングが可能であった。
しかしながら、この方法では、真空チャンバ内で複雑な
真空蒸着作業を行わなければならず、そのための設備コ
ストが非常に高くついていた。特に、基板が大型化する
となれば非常に高価な設備を用意しなければならない。
【０００５】一方、高分子有機材料を使用する場合、塗
布で成膜できるため簡単なことがメリットであり、一般
的にはスピンコート法が使用される。ただし、このスピ
ンコート法では、基板に塗布された高分子有機材料を遠
心力により飛散させて膜厚を調整するが、飛散された高
分子有機材料はそのまま廃棄されることから、有機発光
材料の使用効率が悪い。また、スピンコート法は、基板
の上面の全てに均一に高分子有機材料を塗布するのには
有効な方法であるが、基板上に多色を塗り分けることは
困難である。このため、バックライトや単色デバイス等
の製造に用途が限定されてしまう。
【０００６】高分子有機材料を使用する場合でも、上記



(3) 特開２００２－１７０６７１

10

20

30

40

50

3
したインクジェット法を採用すれば、基板上に多色を塗
り分けることが可能で、また材料の使用効率もよくな
る。しかしながら、インクジェット法では、パターン精
度、すなわちインクの着弾精度を上げるために、基板上
に複雑な前処理を施す必要がある。具体的には、ガラス
基板上にポリイミド等の高分子膜を予め塗布し、これを
フォトエッチングによりパターニングした後、さらに酸
素プラズマやＣＦ
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プラズマを照射し、ポリイミド表面

をフッ素化させてから、インクを着弾させることが必要
となる。このため、製造工程が複雑になり、当然製造コ
ストも上がる。
【０００７】そこで、この発明の課題は、パターン精度
が高く且つ設備・製造コストの低い有機ＥＬ表示パネル
及びその製造方法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決すべく、
請求項１に記載の発明は、基板の片側表面上に少なくと
も一方電極、発光層及び他方電極が順次積層形成されて
なる有機ＥＬ表示パネルであって、前記発光層は、発光
層形成面上にスリットが形成されたマスクが配置され、
超音波振動子により有機発光材料を含む液体が超音波振
動によりミスト化された状態で、当該ミストが前記マス
クの前記スリットを通して前記発光層形成面上に付着さ
れて成膜されたものである。
【０００９】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の有機ＥＬ表示パネルであって、前記スリット位置の異
なる複数の前記マスクが適宜交換使用され、または単一
のマスクの取付け位置が適宜ずらされながら前記スリッ
トの位置が変更されつつ、前記発光層形成面上の互いに
異なったパターン領域に発光色の異なる前記発光層がそ
れぞれパターン形成されてなるものである。
【００１０】請求項３に記載の発明は、請求項１に記載
の有機ＥＬ表示パネルであって、前記基板はガラス基板
であり、前記一方電極は、前記ガラス基板の片側表面上
に形成された陽極であり、バッファ／ホール輸送層が前
記陽極の片側表面上にさらに形成され、前記発光層が、
前記バッファ／ホール輸送層の片側表面上に形成され、
前記他方電極が前記発光層の片側表面上に形成された陰
極である。
【００１１】請求項４に記載の発明は、基板の片側表面
上に少なくとも一方電極、発光層及び他方電極を順次積
層する有機ＥＬ表示パネルの製造方法であって、前記発
光層の形成は、発光層形成面上にスリットが形成された
マスクを配置し、超音波振動子により有機発光材料を含
む液体が超音波振動によりミスト化された状態で、当該
ミストを前記マスクの前記スリットを通して前記発光層
形成面上に付着させて前記発光層を成膜する。
【００１２】請求項５に記載の発明は、請求項４に記載
の有機ＥＬ表示パネルの製造方法であって、前記発光層
の形成は、前記スリット位置の異なる複数の前記マスク
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を適宜交換使用し、または単一のマスクの取付け位置を
適宜ずらしながら前記スリットの位置を変更しつつ、前
記発光層形成面上の互いに異なったパターン領域に発光
色の異なる前記発光層を順次パターン形成する。
【００１３】請求項６に記載の発明は、請求項４に記載
の有機ＥＬ表示パネルの製造方法であって、前記基板は
ガラス基板であり、前記一方電極は、前記ガラス基板の
片側表面上に形成された陽極であり、バッファ／ホール
輸送層が前記陽極の片側表面上にさらに形成され、前記
発光層が、前記バッファ／ホール輸送層の片側表面上に
形成され、前記他方電極が前記発光層の片側表面上に形
成された陰極である。
【００１４】
【発明の実施の形態】図１はこの発明の一の実施の形態
に係る有機ＥＬ表示パネルを示す断面模式図、図２は一
部の要素を除去した平面視模式図である。この有機ＥＬ
表示パネルは、複数色の有機発光材料（例えばＲＧＢ）
を順番に基板上へ堆積させ、それぞれの色を独立に点灯
させることにより、フルカラー表示を実現するものであ
って、超音波振動子により有機発光材料を含む液体を超
音波振動によりミスト化し、メタルマスクを通して基板
上へ堆積させることにより有機層がパターニングされて
成膜されてなるものである。
【００１５】具体的に、この有機ＥＬ表示パネルは、図
１及び図２の如く、ガラス基板１の片側表面にＩＴＯ
（インジウム－ティン－オキサイド）を用いて陽極２が
形成され、この陽極２の片側表面にバッファ／ホール輸
送層３が形成され、このバッファ／ホール輸送層３の片
側表面に有機発光材料からなる発光層４が形成され、こ
の発光層４の片側表面にカルシウム等が使用された陰極
５が形成され、この陰極５の片側表面にアルミニウム等
を用いて陰極保護層６が形成され、陽極２と陰極５間に
電流を流すことで、間に挟まれた発光層４が発光するよ
うになっている。
【００１６】尚、図１及び図２中の符号７は、陽極２及
び陰極５に電源を供給するための電源を示している。
【００１７】陽極２は、ガラス基板１の片側表面（例え
ば上面）にストライプ状に薄膜形成されている。
【００１８】バッファ／ホール輸送層３は、陽極２の片
側表面（例えば上面）の上から所定の表示領域より大き
な面積で一面に形成されている。
【００１９】発光層４は、例えばポリフルオレン等の高
分子材料を、例えばキシレン溶液等の溶媒に、例えば１
重量％程度に希釈化して高分子有機材料溶液を作成し、
この溶液を超音波振動でミスト化した状態で、図３に示
した所定の密封チャンバ１１内で基板１２の上面に堆積
させ、または基板１２の下面に下方からミストを吹き付
けて、高分子有機材料薄膜として形成されたものであ
る。尚、ここでいう基板１２は、ミストにより成膜を行
う際に既に形成されている母材をいう。したがって、例
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えばバッファ／ホール輸送層３をミストで形成する場合
には、基板１２はガラス基板１上に陽極２が形成されて
いる母材をいい、また発光層４をミストで形成する場合
には、既にバッファ／ホール輸送層３が形成されている
状態の母材のことを基板１２と称することになる。
【００２０】尚、ミストを基板１２の片側表面（上面ま
たは下面）に堆積させる場合、基板１２の片側表面に、
図４に示したようなメタルマスク１３を取り付けること
により、図２のように正確にＲＧＢに色分けパターニン
グされた有機膜を形成しておく。この方法でＲＧＢを塗
り分ければ、フルカラーの有機ＥＬ表示パネルの製造を
実現することができる。
【００２１】この方法のメリットとしては、真空蒸着の
ように製膜装置内を真空にする必要がなく、ミストが外
部に逃げないように密閉されているだけでよい。
【００２２】また、メタルマスク１３を通じてパターニ
ングしているので、容易にパターニング精度を高く保持
することが可能であり、インクジェット法のように、基
板１２上に複雑な前処理を施す必要がない。したがっ
て、設備、製造コストの大幅な低減化が可能となる。
【００２３】かかる基本構造を共通として、具体的な有
機ＥＬ表示パネルの製造方法を説明する。例として、有
機ＥＬ表示パネルとして、バッファ／ホール輸送層３と
発光層４の両方を、図３に示した密封チャンバ１１内で
基板１２の上面にミスト化された高分子有機材料を堆積
させて、高分子有機材料薄膜として形成する場合につい
て説明する。
【００２４】まず、ガラス基板１が、図４の如く、その
端部が、基板台１５の上面に取り付けられた固定用突起
１６に当接するように設置される。この状態で、ガラス
基板１の上面に陽極２をストライプ状に形成する。陽極
２は、ＩＴＯをガラス基板１上へスパッタリング等によ
り積層させ、さらにエッチングにより任意にパターニン
グを行うのが一般的であるが、既存の方法であればどの
ような方法を使用してもよい。
【００２５】この状態で、これを基板１２として図３の
ように密封チャンバ１１内に収容し、その上面に、超音
波振動によりミスト化された所定の高分子有機材料を堆
積させて、バッファ／ホール輸送層３を一面に形成す
る。尚、ここでいう密封チャンバ１１は、真空蒸着法を
採用する場合とは異なり、室内をミストの飽和状態に保
つことができればよいので、ある程度の気圧差に対して
気密性を保つことができれば、真空状態に耐えうる程度
の気密性が要求されるものではない。
【００２６】次に、これをさらに基板１２として、図３
のように上面に発光層４を形成するためのメタルマスク
１３を載置する。メタルマスク１３には、発光層４の堆
積領域を規律するための細長状の複数のスリット１８が
平行に形成されている。このスリット１８の形成方向
が、ストライプ状の陽極２のそれぞれの線軸方向に直交
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するように載置する。そして、マスク固定ピン１７でメ
タルマスク１３を固定する。メタルマスク１３のスリッ
ト１８の加工精度は±１０μｍ程度であり、またメタル
マスク１３の基板１２に対する位置合わせ精度が±数μ
ｍであることから、発光層４のドットピッチ３００μｍ
として要求されるパターン形成精度に十分に対応可能な
ものである。
【００２７】かかる状態で、密封チャンバ１１内でその
上面にミスト化された所定の高分子有機材料を堆積さ
せ、発光層４をパターン形成する。具体的には、例えば
赤、緑、青（ＲＧＢ）の光を発光するそれぞれの高分子
有機材料をストライプ状に製膜する。この場合の各色の
塗り分けは、メタルマスク１３のスリット１８の位置を
少しずつずらして変更するようにして行う。例えば、ス
リット１８の形成位置が異なるメタルマスク１３をそれ
ぞれの色ごとに取り替えるか、あるいはメタルマスク１
３を平行移動させることにより行う。尚、ストライプ状
に成膜されたＲＧＢの各色のパターン間に隙間ができな
いように、各色のパターンが僅かに重なるように成膜す
る。これにより、ミスト化された高分子有機材料を精度
よく基板１２上に成膜することができる。
【００２８】しかる後、発光層４の上面に、カルシウム
等を使用して陰極５を発光層４の各色のパターンに平行
になるようにストライプ状に形成する。陰極５の成膜は
メタルマスク１３を用いた真空蒸着法で行う。ただし、
既存の方法であればどのような方法を使用してもよい。
【００２９】そして、さらにその上面に一律にアルミニ
ウム等を用いて陰極保護層６を形成し、有機ＥＬ表示パ
ネルが完成する。
【００３０】このように作成した有機ＥＬ表示パネルに
おいて、任意の陽極２と陰極５を選択して電流を流す
と、その交差している部分の発光層４が発光する。した
がって、任意の発光層４の点（赤、緑、青）を選択的に
発光させることができ、フルカラー表示を行うことが可
能となる。
【００３１】以上のように、メタルマスク１３を使用
し、ミスト化された高分子有機材料を基板１２上に堆積
させて発光層４をパターン形成しているので、精度のよ
い発光層４のパターン形成を行うことができる。
【００３２】しかも、設備コストの多大な真空蒸着によ
らずにフルカラーの有機ＥＬ表示パネルを製造できるの
で、製造コストが大幅に低減する。
【００３３】尚、上記実施の形態では、バッファ／ホー
ル輸送層３についてミスト化した高分子有機材料を堆積
させていたが、細かいパターニングは必要ないため、ス
ピンコートなどの他の製膜法を用いることも十分可能で
ある。
【００３４】
【発明の効果】請求項１及び請求項４に記載の発明によ
れば、有機ＥＬ表示パネルの発光層の成膜工程におい
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て、バッファ／ホール輸送層の片側表面にスリットが形
成されたマスクを取付け、超音波振動子により有機発光
材料を含む液体が超音波振動によりミスト化された状態
で、当該ミストをマスクのスリットを通してバッファ／
ホール輸送層の片側表面に付着させて成膜するので、真
空環境下で有機発光材料を加熱蒸着して発光層成膜する
真空蒸着法に比べて、大規模な真空チャンバ内で真空蒸
着作業を行う必要がなくなる。また、インジェクト法を
採用する場合に比べて、インクの着弾精度を上げるため
に基板上に複雑な前処理を施す必要がない。したがっ
て、マスクを使用することで精度のよいパターン形成を
行いつつも、設備コスト及び製造コストを低減すること
が可能となる。
【００３５】請求項２及び請求項５に記載の発明によれ
ば、スリット位置の異なる複数のマスクを適宜交換使用
し、または単一のマスクの取付け位置を適宜ずらしなが
らスリットの位置を変更しつつ、バッファ／ホール輸送
層の互いに異なったパターン領域に発光色の異なる発光
層を順次パターン形成するので、容易にフルカラーの有
機ＥＬ表示パネルを製造できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一の実施の形態に係る有機ＥＬ表示
パネルを示す断面模式図である。 *
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*【図２】この発明の一の実施の形態に係る有機ＥＬ表示
パネルの一部の要素を除去した平面視模式図である。
【図３】密封チャンバ内に収容された基板の上面にミス
トが供給される様子を示す図である。
【図４】基板の上面にマスクが設置された状態を示す図
である。
【図５】有機ＥＬ表示パネル内の三色の発光層が形成さ
れた状態を示す図である。
【符号の説明】
１  ガラス基板
２  陽極
３  バッファ／ホール輸送層
４  発光層
５  陰極
６  陰極保護層
１１  密封チャンバ
１２  基板
１３  メタルマスク
１５  基板台
１６  固定用突起
１７  マスク固定ピン
１８  スリット

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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